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現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン語、

大阪大学言語文化学 V01.119兜

Latinitatem si q11is dixerit tam Tecentium hominum communi、

Cationi prodesse qualn pristinorum, certe i11e vulgaTi TiS11i expone・

tuT. sermonem talnen Latinum hodie magis magisque humanam

Communicationem promoturum mihi proposlt11m est ln hoc com-

mentari010 demonstrare. praesertim in Europa, quae iam i抑I una

ex diversis civitatibuS 6eri coepit, sermo Latinus maiorem vim ad、

hibiturus esse videtur, q11ippe qui ex antiquo tempore communi

Usui EutopMis fuit. hodie tamen plurimi opin雛ltur Latinitatem

Verbis carere, quae innumerabiles res hoc tempore inventas digne

Si号ni6Care possint' quae opinio quanto ertorisubiecta sit, maxime

elucet, si audimus NUNTIOS LATINos ex Radiopbonia Finnica

emissos aut legimus vocEM LATINAM commentarios petjodi、

Cos saraviponti editos. ibi enim nihilrestat novarum TeTum, quin

Latine exprimi possit, et i11is nuntiantibus facile c08noscere pos-

Sumus, quMcumque in orbe terrarum aguntur,

Latinitas autem, quoniam hodie n111ⅡUS populi sermo est

Patrius,'opinionlbus praeiudicatis nationalismi vacat', ut ait pro、

fessor quidam slovenus, et iure habetur 'vinculum Europae Tedin-
tegrandae', cui pr0丑tendo maxime Finni opeTam dant. adiⅡVante
etiam iucunditate Latine c0Ⅱoquendi, qualn Latinitatis cultores
hodie sU血me contendunt iuventuti notaln facere, certe mox i11a

VeTba Gaii l,icoppe per丑Clentur, qui diX北'sermonem Latinum fa、
Vere communlcatlonl,1n qU己 necessatio nlt託Ur alnlcltla'.

原田裕司一

1 はじめに

言語の持つ最大の機能は、コミュニケーション、すなわち伝逹である。伝達の

対象には客観的な知識のみならず個人の意志や感情も含まれるゆえに、 コミユニ

*De 5etmone Latino hum3Πae comlnⅡΠicationi promovendae (HiTosius HARADA)
"言語文化部ドイツ語教育講座
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ケーションは個人間の相互理解を担うものであるともいえる。ところで本論の主

題であるラテン語の役割を考える場合、古今の書物に蓄えられた知識を仏達する

機能を、この由緒ある'語に否認する人はいないであろう。古代地中海世界にー

大文化圏を築いた口ーマ帝国の滅亡後も、その母国語であるラテン語はヨーロツ

パ文化の基盤をなし、古代、中世はもちろん近代に至るまで、学術を中心とする

幾多の名著の言語となった。それは現代においてもなお、貴重な知識をもたらす

言語として、学ぶに値するものである。しかし過去において蓄積された知識を学
てド取る場合はともかくとして、20世紀の現代に生きる者同士の闇のコミユニケー

ションの言語としてラテン語が今なお相応の役割を果たし得ると考える人は、今

日では恐らく稀であろう。ラテン語を生まれながらの母国語としてU常の会話に

用いる国民は今日では存在せず、その意味でラテン語は「死んだ酢剖であるとー

般に考えられてぃるからである。しかし結論からいうと事実はその逆であり、ラ

テン語は、過去ならぬ現代の情報を各国間の言語の違いを越えて伝逹し、扣互理

解を取り持つコミュニケーションの言語として、今なお捨てがたい価値と役割を

保ち続けているのである。ラテン語の持つそのようなイι捌直と役割は、今まさに・ー

つになろうとするヨーロッパ共通の言語的かすがいとして今日・・・'層の注月を集め

つっある。このことを現代のヨーロッバにおけるラテン語運動の一端を紹介する

ことにより、明らかにすることが本論の目的である。具体的には、現在ヨーロツパ

で定期刊行されてぃる最も重要なラテン語雑誌VOX LATINA (ラテンの声)お
よびフィンランドで行われているラテン語ラジオ放送を取り上げて検討し、ヨー

ロッパ統合におけるこの新たな精神運動の行末をうらなう。また最後に補論とし

て、ラテン語の普遍性と現代におけるその使用の意義について若干の考察を付す。

現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン語

2 ラテン語雑誌VO×IATINA

1991年の lj11 elf泊む9時5分から 10時まで、イギリスB B Cは、「今U に

おけるラテン語」についての番組を放送した。筆名がそのことを知ったのは、ラ

テン語雑誌VOX LATINA の第104号中に掲載されたー'記事によってであるU。

当然ながらラテン語で書かれたこの記事は、ドイツのザールブリュツケン大学に

あるこの判歸志の編集局に宛てて、イギリスのりーズ在住の0昨ald山 A.W. Dilko

氏から投稿されたものであった。番組では、ラテン語が「死んだ言語」でないこ

IVLI=VOX LATINA1 104, PP.27フ-278



との証人として2人のイギリス人が招かれ、自分が手紙や会話にラテン語を用い

たり、チューインガムやハンバーガーを言い表すラテン語の語粂までそろってい

ると語ったことの、また元'首相ハロルド・マクミランがオックスフォード大学名誉

総長だった頃、ラテン語の'.in.dio'を'.ainidaoi'と発音するなど、「古風で野蛮

な」ラテンニ吾発音法を用いていたエピソードが紹介されたという。

イギリスからのこの投稿例からも分かるように、 VOX LATINA は、ドイツ

に編集局を置くものの、あらゆる国のラテン語愛好者からの投稿を受け付けてい

る。それは1965年に創刊号を世に送ってから年に4回の発行を続け、1990年に第

100号を刊行した。ザールブリュッケン大学に編集局が置かれた 1976年からは、

CO.1部t玲 Ekh即託a神父・博士が、編集長の職務を扣っている。創仟1上1」初は70

ページほどであった各号は、年々その内容を増し続け、今日では毎号約150 ペー

ジを数えている。定期予約購読者はヨーロッパを中心に全世界に分布し、その数

は1990年の時点で約1,300人に上っている')。 U本に侘む筆者もそのうちの一人

であり、拙文を寄稿したこともある田。 VO× IATINA の掲載内容は、文学・歴

史等に関する学畍i的な論説から、コンビューター・サイエンスを含む現代の科学

技術につぃての解説の、ラテン語・ラテン文化に関する様々な催しの予告および報

告、投稿者の自国の文化紹介、自作のラテン詩の披露、著書の紹介など、実に多

岐にわたっている。これらに加え、東欧・ソ連の変革、湾岸戦争などその年に起

きた重大な国際的出来事がChMnka1捻(時事録)という形でラテン語で記録され

るほか、各読者から編集名に宛てられたラテン語の手赤氏が掲祓されている。

VOXLATINAがヨーロッパで最も重要なラテンi解隹'志であるのは、それがヨー

ロッパ各地に散在する今Uのラテン語運動をすべて網羅しているからである。そこ

ではEkh伽.舵,神父が主宰してスイスとべルギーで年21酬崔されるラテン1吾会話の

セミナーが詳しく紹介されるぱかりではない。ヨーロッパで定期刊イ了されるラテン

1歌ま誌にはVOXLATINAの他に、筆者の知る限りでは、ベルギーのブリュツセル

に編集πヨを置く MELISSA 、南フランスのポーで発刊されている MAS(Mom印to

A゛doM S.mpo"がある。それらの編集部は互いに緊密な連絡を取り合っており、

ME上ISSA 主幹の Gai郎 Lkopp0 博士やMAS の発刊名G即Ovdolmm▲女史の

原田裕司 55

2チューインガムは'cummis ad masticandum'、略して'mastiC五torium'、ハンバーガー

は'bubola Hammab゛,8.貼i.'と呼ばれる。
3Cf. VL I00, P.152
4VL 87, PP.50-56:'De Lati11aruln litterarum initiis quae fuetunt in laponia'
5Cf. VL I04, PP.152-160: Ranietus Thiel,'De scripti5 Pet computatrum condendis'
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メッセージがVOXLATINAに掲載されることもしばしばである。この他にドイッ

のミュンヘンには、ラテン語のための大規模な国際的祝祭LVD1上ATINI(ラテン祝

祭)およびラテン語による広範な学祁iセミナーSCHOLAE FRISINGENSES (フ

ライジング学二佼)を1Ξ1崔する「ラテン祝身&協会」(societas Ludis Latinisfaciundis)
がある。その主宰者であるミュンヘン大学教授Valah丘idu.S壮oh 氏のメッセー

ジも、 VOX LATINA に頻繁に掲載されている。またフィンランドでは、この国

の民族叙事詩「カレワラ」のラテン語訳゜)で知られるThom闘 P.kk如印ユベス

キュレ大学教授がラテン語運動を推進しているが、岡教授の主導により1989年に

フィンランド・ラジオ局でラテン語によるニュース放送が開始されたことは、 VOX

王ATINA でも歓迎をもって報じられたところである。

このように、 VOXLATINA を読むと、少なくとも今日のヨーロッパの人達が

ラテン語をどのような目で見直し始めているかが、ラテン語に関わる具体的な最

新の出来事を通じて窺われる。またこの雑誌は、さまざまな厩国語を持つ人々がラ

テン語という・,'つ言語で情報を交換し介うコミュニケーションの場でもある。日

本の俳句までもがラテン語に直され披露されているのを見ると刀、それは異文化

理解の場でもあるということができる。本論では次に、 VOX 玉ATINA によって

知り得たフィンランドにおけるラテン語ラジオ放送の開始という画期的な出来事

を取り上げ、「報道」という現代のコミュニケーションの言語としてラテン語が果

たしている機能を確認する。さらに、そのようなラテン語の機能を助長する現代

ヨーロツパの動向を、「統合」との関連において考察していきたい。

現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン語

3 フィンランドにおけるラテン語ラジオ放送

1989年秋にへルシンキにあるフィンランド・ラジオ局は、 pokR釦即教授の主

導のもと、ラテン語によるラジオ放送を開始した。この放送は鯨週・回約5分間

行なわれ、フィンランド国内のみならず、短波放送によって全世界で受儒できる。

時間帯や周波数など半年ごとの放送プログラムがVOXLATINAで随時紹介され

6καιeυαla ιαti?1α Catmen epicum nationis Fin110Tum l-.] tTanstulit Tuomo pekka-
Helsinki 1986nen

7VI,104, PP.294-296: existimatio libri Henrici Rein11ardt: ce?1turαんαicuU7n. Eine

SammlUΠ8 Von 目Ut hⅡndelt Gedichten injaP8ni3Chet ManieτⅡΠd lateinischer sptache
Hetausgegeben,iibersetzt und kommentiert von Robett chlada. FtankfⅡtt/M, BeTn,
New York, P五ri8 1991



ながら、世界でも画期的なこの放送は現在に至っている。筆名はVOXLATINA

第98号(P.562 以、ト)によってラテン語放送の開始を知り、短波放送専用ラジオ
とアンテナを購人して、この放送の受信に成功した田。日本を含む東アジア向け

の放送は、1992年1 刀現在Π本時間で毎週上曜日とH曜日の 18a子55分(世界

時問9時55分)頃から19時までの約5分間に行なわれる(4打から9 打はヨー

ロッパ夏時問のため 1時問早まる)。日本では周波数17800 キロヘルツで最も良

く受信できる。放送内容は世界およびフィンランドに関するニュースで、「ラテン

語ニュース」を意1米する'NUNTn LATINI'が、この番組の名前となっている。

現在ではV辻gulosopP謙a、pokkanon 女史( pokkan即教授の火人)と GN琴OH山

P北k挺antaユベスキュレ大学才交授が交代してラテン語のアナウンスを扣瞥してい

る。ラジオニュースで報じられるような時事的出来晦が、いわゆる「死んだ言語」

であるラテン語でどのように表現されているかは大変貝味深いところであるので、

1991年12打 21Πに笹名が自ら受信して轡き取ったラテン語ニュース令文を先ず

オリジナルで紹介し、次にそれをH本語に訳す。

原田裕司

Nuntii Latini RadiophoniM FinnicM Generalis.1n 5tudio Helsinkiensi est

Reijo pitk豆ranta.

PrMsidens unionis sovieticae Mihail Gorbatshov se magistratu abdicare

VidetuT. Radiophonia quidem Moscuensis die lovis mane eum iam tabulis eius

rei subscripsisse nuntiavit. Antea praesidentes Yeltsin et Gorbatshov una con-

Senserunt, ut unio sovietica Kalendis lanuariis 0缶Cialiter exstaTe desineTet et

ad signum eius rei vexi11Um rubTuln a cuhnine Krem11ni auferretur. praesidens

Russiae Botis Yeltsin c0110quio televisioniltaliae dato dixit praesidentem Gor・

batshov in nova terum pub11CaTum communitate novas partes acturum esse.

Primus minister sinarum Li peng c0Ⅱegam sUⅡm lndum Narasimha Rao

in urbe Delio convenit. Quo in conventu ministri pactisunt, ut mercatura in

Con6nio utriusque clvitatis sineretur, cum con6nium antea clausum esset.1n-

Super ministri pacto cooperatl0ΠIs sclenti6Cae et techn010gicae subscripserunt

et decTeverunt, ut consulatus in urbibus sal)ghaevo et Bombaia aperirentur.

57

8短波受信に関し大阪大学大学院生永谷盆舘打君の鞠示に深謝する。
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Itaque ea contentio non levis, quae inter sinas et lndialn post be11Um abhinc

triginta fere annoS 菖estum aestuat, paulatim mitescere videtuT.

Societas Americana nomine General Motors, cui maximus in mundo com-

Plexus industtialis autocinetis faciendis est, viginti duas fabTicas claudit, q110

6t, ut septuaginta milia opi6Cum labore priventur. Di伍Cultates oeconomi-

CM, quM etiam alias societates industrlales AmeriC抑as vexant, e窒ecerunt, ut

Praesidens Geor8e Bush non iam tanta aura popularifruatuT quam ante.

Die Lunae media urbe l'ondinio bomba displosit, quo factum est, ut com・

meatus traminum totius urbis consisteret et plus decies centena mili己 homin11m

ad opera et laborem propera11tium itinere pr011iberentur. corpus terroris・

ticum, quod vU1呂0 IRA appeHat11r,i11Ud facinus commisisse cTeditur, quod his

diebus etiam alia huius modi scelera fecit.

Ignis olympicus prorsus s0Ⅱemniter accensus est, ac quidem ita, ut femina

Graeca vestem sacerdotis induta eum Titu antiquo a radiis solis caperet. HOC

factum est olympiae, in oppido Graeciae,11nde fax iⅡa in Mroplano sono ve・

10ciore nomine concordia Lutetiam parisiorum delata est.1biignis olympicus

a prima ministra Franc0冨a11iae Edith cresson except11S per totam FTa11Cogal-

Iiam circumferri coeptus est. Mense Februariiineunte AlbertopoHn peTveniet,

Ubi olympia hiberna futuTa celebrab11ntur.

UNEsco sive unitarum Nationum Educationis et scientiarum ordo in in・

dicem monumentorⅡm mundituendorum etiam dⅡ010caFinnica accepit. QUO・

rum 11nus est suomenlinna sive caste11Um FinniM, monumentum vetus mari・

tim11m, quod in insula apud Helsinkium iacente ante duo saecula aedi6Catum

est. Alter est Rauma oppidum vetus Finnicum.

Finis Nuntiorum Latinorum huius septimanae. omnibus radioauditoribus

bonum festum nativitatis Domini opto

現代におけるコミュニケーションの吾'謡としてのラテン語

フィンランド・ラジオ放送のラテン1吾ニュースです。ヘルシンキのスタジオか

らレイジョ・ビトケランタがお伝えします。

ソ連大統領ミハイル・ゴルバチョフはτ料モするものと思われます。モスクワ放

送の伝えるところでは、彼は木曜日[12月19 田朝既にその旨の書面に署名し

ました。これに先立ってエリツィンとゴルバチョフの両大統領は、ソ連が1月1



日をもって公式に消滅し、そのしるしとして紅旗がクレムリンの屋桜から除去さ

れることに介意しました。ロシア入統領ボリス・エリツィンは、イタリア・テレ

ビとのインタビューで、ゴルバチョフ大統領は新しい国家共同体において新たな

役割を担うであろうと述べました。

中国首相李朋恥よ、デリーでインド首相ナラシンバ・ラオと会談しました。この

会談で両首'相は、これまで閉ざされていた両国国境地帯の通商を許可することで

一致しました。さらに向首相は科学技術協定に調印し、上海とボンベイに為玲貞事
館を開設することを決めました。約30年前に交戦して以来、中・印両国は少なか

らぬ緊張関係にありましたが、それも徐々に緩和されるものと思われます。

自動車製造で世界最大の規模を誇る米国企業ジェネラル・モーターズは、22側

の工場を閉鎖することになりました。その結果7万人の労働者が失業します。他

の米国企業をも巻き込んだこの経済不況の結果、ジョージ・ブツシュ大統領には

もはや以前のような国民の人気はありません。

打曜日[12打 16 田ロンドンの中心部で爆弾が炊製しました。その粘果、全

市中の鉄道がストップし、職場へと急ぐ100万人以上の人々が通勤を妨げられま

した。 1RAと呼ばれるテロ組織がこの犯行を為したものと思われます。この組

織はここ数Π間に他にも同種の犯行を行なったからです。

オリンビックの聖火がきわめて厳粛に採火されました[12 打 12日]。神官の

衣装をまとったギリシア人女性が古代の流儀により太陽の光から聖火を受けまし

た。この儀式はギリシアのオリンピアで行われ、その地から聖火は超音速所(客機

コンコルドでパリへ運ばれました[12 打 14日]。パリでオリンピックの聖火は

フランス首相エディト・クレッソンによって受け取られた後、フランス令上を回

る旅につきました。 2河上句に聖火は、次期冬季オリンビツクが開催されるアル

ベールビルに到着します。

ユネスコすなわち国際連合教育科学機関は、国際保護指定物のりストに二つの

フィンランドの場所を加えました。ーつは「フィンランドの城」を意味するスオ

メンリンナで、ヘルシンキ沖合いの島に二百年前に築かれた油"帯の古城です。も

うーつはフィンランドの古い町ラウマです。

今週のラテン語ニュースはこれで終わります。すべての聴取名の皆様が良きク

リスマスを迎えられますようぉ祈りいたします。

原謡裕司 59
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雑音の多い短波放送にもかかわらず口本でも完壁な哩解が可能なほどに開き取

れるこのラテン語ニュースは、きわめて分かりゃすい構文を示している。またこ

のニュースで人名がラテン語化されることなくオリジナルの形で発竒されること

は、占来のラテン文の伝絖に外れるものであるが、それは逆にΠ11iの轍迫を容易

に理解せしめるものである。フィンランドではこの他に、タンペレ大学にあるラ

ジオ局でも1990年にラテン語ニュースが開始されたことが、 VOX LATINA第

104 号( P.273 以ド)で轍じられている。同号に紹介された 1990年11打 21 Π

付のこのラテン語ニュースでは、フィンランドの人気スポーツであるアイスホッ

ケーの試合絲過が詳しく桜告されている。また 12打 5H付では、フィンランドの

作曲家シベりウスの挺生Πである 12月8日(フィンランドの音楽のED にちなん

だ様々な催しが報じられている。これらの例を見れば分かるように、ラテン語が

ラジオ放送という現代の搬道の言語として小規模ではあオ1機能してぃることは事

実である。時事桜道に不可欠な現代用語の点でも、今Πでは様々なラテン語現代

語禦集が編集され市販されているの。時事用語だけではなく、コンピューターなど

現代の先端技術を衣現するラテン語の単語も1弛時整えられ、 VOXLATINAでも

紹介されている川。このことからも、ラテン語が現代の卓を西い衣わすのに不備

な苫語であるとの指摘は、単なる先人観に過ぎないことが分かる。他方ヨーロッ

パの同でありながらインド・ヨーロッパ語族の母巨稲吾を持たず、占代口ーマの領

士と決して境を接したことがなかったフィンランドで何故ラテン語がかくも愛好

されているのか、あるいは民衆語ではなくラテン語で報道を村なうことの意義は

何かという問題については、ヨーロッパ統合とラテン語の関連を考える次章に譲

ろうと思う。

現代におけるコミュニケーションのE;語としてのラテン'i

4 ヨーロッパ統合の言語としてのラテン語

M."0O D0加t 氏は「E Cマガジン」(10/フフ)において、「棚互,蠏、のための統
一言語がなければ、われわれはヨーロッパ連合国家を達成するととはないであろ

う」と述べているⅡ}。また 1974年4 打にストラスブールの欧ナ1、1議会では、ヨー

9Cf. C11ristian HeHer,ιe之ic0πα如iliare, ed.2. SMrbtiicken
Eichenseer,ιαti7ιitcS 11iυα. Pα7、s lemicalis, ed.2. saarbtiicken 1982
1゜VL I04, P.159
11Verba citata in: catl vossen, uutter ιαtei7ι U,1d ihTe TδChter
P.17フ

1985 Caelestis

DiisseldoTf 1983,



ロッバ統介を可能にする統・・・詐語の必要件に関し、ラテン語を艾通語に用いよう

とする提案が二人のオランダ人議員(soholto p.tijn / Ad."抑 da Hok)によっ
てなされているn)。とのことに関連して、 VOX LATINA編集長Ekh飢託賀神

父は、 1978年にドイツの有力雑誌「シュビーゲル」(16/1978)のインタビューを

受けた。ヨーロッパの第二言語(母国語の次に学ぶ言三剖としてラテン語を推奨

する理由を尋ねられた神父は、英・独・仏語など特定国の母国語を用いることに

は、特定の文化圏の優越を助長する懸念があると述べている御。

ラテン語が現在民衆語としては「死んだ言語」であり、いかなる国民の母国語

でもないゆえにこそ、この言語はヨーロッパの共通語として、すべてのヨーロッパ

の国民に平等の発言機会を開いているというのである。歴史的に見ても、英・独

仏語などの「有ノ」認U を国語として持たないヨーロッパの小圃は、国際的な発言

を行う言語としてラテン語を用いることにより、大国に対して対等の立場を貫こ

うとした経緯がある。ヴァチカンの口ーマ法王庁を除き、特にハンガリーなど東

欧の諸国において、ラテン語が最も遅くまで公用の言語として用いられてきた事

実がこのことを物語っているH)。フィンランドというヨーロッノUヒ辺の匙1でラテ

ン語放送が開始されたことも決して偶然ではない。

この問題に関し1992年1打の時点で筆者に最紗「の情報を顎孔北してくれるものは、

ブリュッセルで年に4 回発行されているラテン語雑誌MELISSA 第45 リ(1991

年12 打 16Π発村)である。この中では、パリにあるフィンランド文化センター

で1991年10 " 25 Πから 27 Hにかけて開催された「ラテン語シンポジウム」の

あらましが、 F,and託ODaaodt 女史によって報告されている妬)。「ヨーロッパの

かす、力まし、としてのラテン言吾」(De Hn呂Ⅱa Latina vinculo Europae)をテーマとし

たこのシンポジウムでは、さまざまな国籍を持つ16人のヨーロッパ人が基諦j轍告

を行なった。基羽報告は当然のこと、来賓のlaoob山 Nummin如フィンランド教

育相の挨拶までもがラテン語でなされたのである。 DaMdt女史によると、中世

にキリスト教を受け人れたフィンランド人は、以後ヨーロッパの・員たらんこと

を欲し、白分逹が「ヨーロッパのかすがい」とみなすラテン語を今口に至るまで

変わらず愛好し続けた。彼らの母国語が他のヨーロッパの谷語とは釡く述ったも
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12 Cf. ibid., P,17フ

13Cf. ibid., P.17フ

14Cf. ibid., PP.133-141
15MELISSA 45, PP.3-4
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のであるだけに、スウェーデンやロシアといった強い隣国の'語に呑み込まれる

ことなくヨーロッパの他国と交わろうとする時、彼らのすがるべきi;語は必然的

にラテン語でしかなかったのである。その結果として、現代のヨーロッパ各国の

中でも、フィンランド政Hチほどラテン語教育に力を注ぎ、資金1阿での援助を惜し

まない政府はない。この国において初めてラテン語のラジオ放送が開始され、開

始後2年以上を絲過した今日なお存続していることは、全然不思議ではない。彼

らはラテン語によって白らがヨーロッパの一員であることの誠しを立てたいので

ある。

パリで行なわれたラテン語シンポジウムの基調報告の中では、昨今ユーゴスラ

ビアから独立したスロベニア出身のC毎otan山 Gant釘教授が行なった報告'がと

りわけ興味深じ田。スロベニアでは、かつてオーストリア・ハンガリー帝国支配

下で学位論文がスロベニア語ではなくドイツ語で書かれたのと同様、今日では英

語で書かれる趨勢にあり、例えばりユブリャーナ大学では講義や演習まで母国語

ではなく英語で行なおうと唱える者もあるという。そのような英語の猛威はかつ

てのドイツ語や近隣のセルビア語によるものよりずっとゆゆしいものであり、「こ

の危雌を避ける唯・ーの安分な道はラテン語しかない」と教授は苗う。なぜならラ

テン語は「ナショナリズムや帝国主義に付きものの如何なる先人観をも免れてい

る」のである。それゆえにこそ、今や学位論文は出来得るかぎりラテン語で書か

れるべきだと教授は結論づけている。バルト三国の独立、ソ連やユーゴスラビア

の解体という昨今のヨーロッパの改編は、同・・・国家内の民族問題の根深さを見せ

つけたが、そこには誹語の問題もまた大きな影を投げかけている。「ラテン語は今

日いかなる国の国語でもないゆえに、いかなる国の民族感情をも逆撫ですること

はない」とのEkh.貼伽,神父の指摘はⅡ)、フィンランドやスロベニアの例によっ

ても裏付けられている。このような主張はヨーロッパの統合を間近に控えた現在、

ますます現実牲を帯びて来ているのである。

ところで、ヨーロッパ統合を可能にする共通言語としては、ラテン語の他にエス

ペラント語を駒デる向きもあろう。この点を「シュビーゲル」に問われたEkh伽託a

神父は、エスペラント語はレトルトで作られた人造吾語であって、何世紀にもわた

る使用を経て形成されたラテン語とは比べものにならないと一蹴している玲)。ま

現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン語

16 Cf

17Cf

18Cf

ibid., PP3-4

Vossen, OP. cit., P.17フ.

ibid., P.178



た、南フランスのポーで1986年にエスペラント語を記念する砺!が建てられた時、

当地のラテン語愛好者がVOX三ATINAを通じて令世界に署タ,を募辧田、計330

通の柴書署名(うち・通は筆者)を集めて、市長をして遂に念願のラテン語記念

碑を建てさせた⑳)。Πせ界市民たるべくラテン語を話すべし」(工飢in010q姻ル Ut

dV玲 t.寳町Um hob.aN)と刻字されたこの石碑の除幕式は、1991年1打に多くの

ラテン語愛好者を集めて盛大に行なわれた。その模様はVOXLATINA第104 号

(P.247-255)で詳細に蛾じられたが、このエピソードはエスペラント語を越えてラ
テン語を世界の苫語にと磨巧人々の熱意を良く示している。

これまで見て来たように、報道その他現代のコミュニケーションを河る点でも、

ラテン語は十分に矧術がなされた言語である。しかも歴史的に見てラテン語は、全

ヨーロッパの文化のキ脚民を支えて来た言語であるから、ヨーロッパ統合に際して

必要となる共通言語として十分その機能を発揮すると考えられる。かつてイスラ

エルが建国にあたって、ユダヤ聖典の言語であるへブライ語を政治的決定によっ

て自らの国語としたごとく川、古代から現代までヨーロッパで学ばれ続けたラテ

ン語が再び全ヨーロッパの共通語として復活する可能性はある。その可能性を現

実のものとするためには、学校におけるラテン語教育がこれまで以」二に開かれた

ものとなり、青少年がラテン語の魅力と有益を心の底から納得しつつ学ぶことが

必要である。事実そのようなラテン語学習の底辺拡大を図るべく、現代ヨーロッパ

のラテン語運動は当然のこと教育面に重きを置いている。 Ekh即託a神父による

「ラテン語セミナー」およびStmh教授主宰の「フライジング学皎」のことは既に

第2章で言及したが、ヨーロッパではこの他に大小さまざまなラテン語講習会が

催されている。それらの催しの多くは、特に学校のラテン語教帥や生徒の参加を

求めており、 H常会話を中心にラテン語を学ぶことの楽しさを教えている。歌や

演劇はもちろん、ラテン語でサッカーの実況を行なう試みさえある記}。そして、

そのようなラテン語の「大衆化」を後押しするものとして、マスコミによる脚光

が特に指摘できる。本論の第2章冒頭で「今日のラテン語」に関するBBCの番

組を紹介したが、ネ刑翊・雑誌などでも新しいラテン語普及の試みが取り上げられ

ることも最近では稀ではなくなった鈴)。そのような環境整備が進むにつれ、将来
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統合されたヨーロッパにおいて、コミュニケーションの盲語としてのラテン語の

役割がますます重妾性を帯びて来ることが予想される。ここではMELISSA第45

号に載せられた上kopp.博士の次の言葉を引用することで、統合ヨーロツパとラ

テン語の関係をぎ察する本章の締めくくりとしたい。

現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン語

全ヨーロツパの伝統に根ざした「人文主義」 6tud捻humoniω司
を育てることは、分裂したヨーロッパを結びつけ赫ι1せしめる唯一の

道である。ラテン語の使用はこのヨーロッパの伝統に属するもので

ある。それは、友情の必須基盤であるコミュニケーションを促進し、

個人と個人の闇の親近感を増幅するのである吻。

5 補三倫ーラテン語の普遍性とその使用の意義

そもそも古代口ーマの帝国支配の過程でヨーロッパに広まったラテン語が、帝

国滅亡後も放棄されなかったどころか、むしろヨーロッノ疇者民族共通の公用語と

して尊重され続けたことには、どういう背景があるのであろうか。この点に関し、

ラテン語が西方教会によってキリスト教を伝える主言語として受け入れられたと

とがその最大の要囚であることは疑いのない事実である。しかしラテン語が現代

に至るまで無数のヨーロッパの文人や科学者の心を捉え、彼らを新たな薯イ乍活動

へと促したのは、ラテン語が彼らの宗教であるキリスト教の言語であったばかり

ではなく、"予ftの推移を超越して、キケローやウェルギリウスらに見られる最上

の姿を永遠に保ち続ける完成した苫語だからである。この言語は彼ら古典作家の

箸作において既にその最高の優姿に到逹してしまった粘果、以後文学語として如

何なる時代的変遷を受けることも拒否したのである。なるほど占代口ーマ民衆に

よって日常生活に使われていた口語ラテン語は、口語一般の持つ猪命として様々

な変化を受け、現代のイタリア語やフランス語などのロマンス諸語へと俗語化し

た。しかしキケローや占典詩人達の著作を織り成した文学語としてのラテン語は、

それとは全く別のものとして変わることのない永遠の形姿を保持し続けた。この

いわゆる「古典ラテン語」は、西口ーマ帝国の衰退後は西方教会の公用語として受

3.10.1986.'LⅡdi Latini',in:0?π7ιi6U9 13, M8tC11 1987 (calnbridぢe univetsity
CMlestis Eichenseer,ιαtεi,ι Aktiu.ιαtei71isch, sprεCんeπ U71d diskutiere,ι
Miinchen 1984

24MELISSA 45, P.2

Pre88)
Berlin,



け人れられたが、それによってもラテン語は本質的な変化を受けなかった。それは

教会がキリストの教えを広めるにあたり、最高の弁論的効果を発抑するキケロー

ら古典作家のラテン語を岐も高く訂イι11ルたからであって、キケローに対するヒエ

ローニュムスの傾倒ぶりゃ閥)、ウェルギリウスの詩句に涙したアウグスティーヌ

スの例0のを見ればそのことは明らかである。このゆえにこそ、西口ーマ帝国の滅

亡後もラテン語は、ヨーロッパの各民族の違いを超越して聖職名を志す全ての人

によって学ばれ毓けたのであって、邪尖中世にはその量において占代を遥かに凌駕

するラテン語の文献が茗された。そしてそれらの茗作が模範とするところはあく

までキケローの時代のラテン語だったのである。・部では古典ラテン語・と中世以

後のラテン語は違うといわれているが、両者は側々の語法の変異はともかくとし

て、その本質において少しも変わるところのない同一・の苫語である。ラテン語は

いつの時代に古かれようとも、それはすべて本質的に「、占典ラテン誘」なのであっ

て、この普遍のラテン語こそ、占代以後の二千年にわたりヨーロッパの冬民族冏

の言語的棚違を超越して公用語ないし学淋iの言語として範ばれ、会話や帖中民こ尖

際に用いられたのである。現代においてもラテン語の学習を推奨し続け、これを

公文書に用いている口ーマ法王庁の例を待つまでもない功。ドイツでは16認年

にライプツィヒの法学教授トマジウスが初めてドイツ語の講綻を行なうまで、大

学の講義はすべてラテン語で行なわれた。ルネサンスの人文上義名エラスムスは、

初心者のためのラテン語会話入門書を由ら著した部)。またニュートン、フランシ

ス・ベーコン、スピノザなど、自然・人文科学の別を問わず大多数のヨーロッパ

の学者がラテン語で箸作したことは指摘するまでもない事実である。本論で紹介

した現代ヨーロッパにおけるラテン語運動も、_二下年の闇変わらず培われ続けた

この同じラテン語に依拠することに変わりはない。現代の事物を表わす新たなラ

テン語の語粂も、占典の造語法に倣って造られたり、現存する膨大なラテン語文

献を渉猟して見つけ出されたものであり、それらは永いラテン語の伝統から逸脱

したものでは決してない。同様にVOXLATINAやフィンランドのラジオ放送に

見られるラテン語も決して特殊なものではない。それらは巧拙の差こそあれ、キ

ケローの11新勺と本質的に何ら変わるところのない「古典ラテン語」なのである。
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近代諸語とは決定的に異なるこのようなラテン語の本質に鑑みる時、現代の人

問同士がラテン語でコミュニケーションを行なう場合には、英詔などの現代の「国

際語」を用いる場介とは、全く違った意義と効果が存在することは明らかであろ

う。ラテン語を用いることは、キケローなど二千年前の口ーマ人のみならず、、占

代.中世から近代に至るまでのあらゆるヨーロッパの国の知識人と同じk薪吾でじ

かに胸襟を開くことを可能にする。そして時間・空間を越えたこのとてっもなく

重い伝統に直接連なってぃるとの思いが、激変する現代においてこの尊敬すべき

言語で意志の練通を行なう相チへの類まれな親近感を増大せしめるのである。伝

達すべき内容に関係なく、たどたどしいながらもラテン語で言集を交わすだけで、

その言語がラテン語であるというそれだけの理由で、言葉を交わす_二人の問には、

言葉では表現しがたい連粥感と相丁・への惇敬の念が湧き起こるのである。私事で

恐縮だが、筆者はヨーロッパでのラテン語に関する各1刺崔しに参加したこともあっ

て、さまざまな国のラテン語愛好者逹と親しく懇談したことがある。特定の国の

言語を用いることの許されない国際的な集会の場で、スペイン人やオランダ人、

フィンランド人など、方、だんはほとんど会話する機会もない国の人達とたどたど

しいながらもラテン語で歓談した時、われわれは互いの国籍を忘れて打ち解け合

い、私は改めてこの古くて新しい言語の現代における意味をかみしめたものであっ

た。 1992年1月Ⅱ日のフィンランド・ラテン語ニュースによると、これまでに

ヘルシンキの放遡品に手紙を寄せたラテン語愛好者の国はヨーロッパ20か国にと

どまらず、トルコ、北アメリカ、ブラジル、オセアニア、、南アフり力、東アジアで

は日本、中国、シンガポールに及んでいる。「ラテン語が友情の必須基盤であるコ

ミュニケーションを促進し、個人と個人の間の親近感を増幅する」とのLiΦPP.

博士の言葉は、この言語による会話や文通を実際に体験した人にして初めて心か

ら納得できるのである。

現代におけるコミュニケーションの言語としてのラテン研




